
カレンダーも残り1枚となり、どこか物悲しさを感じる今日この頃。人も動物たちも冬支度に入る季節が到来し

ました。年末、年始の準備で忙しい時期ですが、どうぞお健やかにお過ごしください。

さて、今回のカモシカ通信は、遠山地区で行われた『霜月まつり』について、また新たに発注された『小嵐第3

砂防堰堤工事用道路工事』のご紹介、現在実施している『平岡地区地すべり対策工事』の近況報告についてご紹

介します。

遠山川砂防出張所の一節

この度、「令和5年度天竜川水系小嵐第3砂防堰堤工事用道路工事」の

施工を担当します北沢建設株式会社です。

本工事では南信濃八重河内地区の小嵐川において、今年の6月の豪雨で

被災した工事用道路の復旧を行うものです。

工事期間中は工事車輌の通行等により地域の皆様方には大変ご迷惑を

お掛けしますが、安全第一にて作業を進めて参りますので、ご理解とご

協力のほどよろしくお願い致します。

【工期】：令和5年9月16日から令和6年9月27日まで

新規現場挨拶

現況写真

北沢建設株式会社
【本社】 飯田市吾妻町7番地

TEL 0265-23-0072

【現場事務所】 小嵐第3砂防工事用道路工事作業所

TEL 0260-31-0855

『現場担当者』

監理技術者： 宮下 克寛

現場代理人： 寺沢 怜生

令和5年度 天竜川水系小嵐第3砂防堰堤工事用道路工事
令和４年度 天竜川水系平岡地区地すべり対策工事

【工期】：令和4年11月1日から令和6年1月31日

小嵐第2堰堤小嵐第3堰堤

現場近況報告

令和5年1月から着手し垂直壁・側壁・水叩きコンクリート、水路の施工が完了しました。

土側溝となっていた水路が、コンクリート製の水路となり、円滑な流路を構築することができました。

また、水路の施工に伴い、もたれ式擁壁の施工を行い作業スペースを確保しました。

今後の予定としまして、工事で使用した道路の舗装修復工事を行っていきます。

道幅が狭い箇所での舗装工事となり、地域の皆様方にはご不便をお掛けしますが、ご理解、ご協力のほど

よろしくお願いいたします。

工事も終盤になってまいりました。

最後まで気を抜かず、無事故・無災害で工事の完成を目指していきます。

現場代理人 鈴木 貴大

監理技術者 野牧 慎治

水路完成写真

下流側より撮影

上流側より撮影

・垂直壁

・側壁

・水叩きコンクリート

もたれ式擁壁

作業スペース

国指定重要無形民俗文化財・遠山の霜月祭りが本年も執り行われました。
「遠山の霜月祭り」が全8神社で行われました。 旧暦の霜月に全国の神々を迎え、湯の周りを舞う「湯立て神楽」を奉納し無病息災を祈りました。

コロナ禍の霜月祭りでは、時間の短縮や見学者の制限などが行われてきましたが、今年は５類移行を受けて、４年ぶりに通常開催となりました。

本号では12月13日から14日未明にかけ、上村下栗地区「拾五社大明神」で行われた霜月まつりについてご紹介させていただきます。

下栗の霜月祭りは、遠山郷でもっとも高所（標高997ｍ）にある集落、飯田市上村下栗にある神社の祭りです。下栗拾五社大明神と、屋敷の津島

牛頭天王社の両社の霜月まつりとなり、神面も39と上村地区の霜月まつりでは最も多い神面の数となります。

現場代理人

寺沢 怜生

監理技術者

宮下 克寛

霜月祭りの最終日、１５日夕方に、防寒対策を万全にして出張所近くの八重

河内八幡神社におじゃましました。

面下ろしは想像以上にエンターテイメントで、水の王の豪快な湯切りに、カラス天狗は、観客席に何度もダイブしてきて、まる

でライブハウスのようでした。ションベン婆さは、釜の湯をまき散らし、笹で観客を叩き大暴れ。最後のお猿さん（災厄が「去る」

の意味があるそう）は観客をあおり、「よいしょー」の掛け声とともに跳ね回っていました。

大勢の人の熱気と釜の湯気で汗だくになってしまいましたが、霜月祭りは、各地区で内容が異なるそうで、来年は他の地区も見

てみたいと思いました。霜月祭りが終わるといよいよ冬本番です。みなさまも体調にはお気をつけて、よいお年をお迎えください。


